
１　実施の概要

①　実施期日 令和７年３月12日（水）
②　実施校 全日制　　１２９校（県立 １１５校、市立 １４校）

定時制　　  １９校（県立   １５校、市立　 ４校）
③　実施教科 「国語」「社会」「数学」「理科」「英語（聞き取りテストを含む）」

２　受検者数・合格者数・合格率

受検者数 (人 ) (22,577) (11)

合格者数 (人 ) (20,990) (9)

合 格 率

受検者数 (人 )

合格者数 (人 )

合 格 率

受検者数 (人 )

合格者数 (人 )

合 格 率

・全定合計　受検者1022人、合格者967人減少

全
日
制

20,003 8 20,011 (20,999)

21,521 10

92.9% (93.0%)

21,531 (22,588)

令和７年度兵庫県公立高等学校入学者選抜
学力検査に関する実施結果について（詳細）

卒 業 年 度 令和６年度卒 過年度卒 計

（注）推薦入学・特色選抜・定時制課程満20歳以上特例入試・定時制課程再募集・多部制入学者選
　　　抜・外国人生徒にかかわる特別枠選抜、推薦入学の特別選抜、追検査を含まない。

723 (720) 56

58 (39) 804

（注）（　）内の数字は、昨年度のものである。
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定
時
制

746 (730)

22,267 (23,307) 68 (50) 22,335

93.1% (93.1%)
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定
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計

20,726 (21,710) 64 (47) 20,790 (21,757)

(23,357)
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３　学力検査の得点段階別度数分布（受検者）

人数 率(％) 人数 率(％) 人数 率(％) 人数 率(％) 人数 率(％) 人数 率(％)

90～100 159 0.7% 4 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 159 0.7% 4 0.0%

80～89 2,211 10.3% 855 3.8% 0 0.0% 0 0.0% 2,211 9.9% 855 3.7%

70～79 4,265 19.8% 3,468 15.4% 1 0.1% 0 0.0% 4,266 19.1% 3,468 14.9%

60～69 4,935 22.9% 4,916 21.8% 4 0.5% 1 0.1% 4,939 22.1% 4,917 21.1%

50～59 4,413 20.5% 4,943 21.9% 15 1.9% 1 0.1% 4,428 19.8% 4,944 21.2%

40～49 3,118 14.5% 4,197 18.6% 70 8.7% 32 4.2% 3,188 14.3% 4,229 18.1%

30～39 1,799 8.4% 2,819 12.5% 225 28.0% 106 13.8% 2,024 9.1% 2,925 12.5%

20～29 589 2.7% 1,224 5.4% 372 46.3% 373 48.5% 961 4.3% 1,597 6.8%

10～19 39 0.2% 118 0.5% 107 13.3% 241 31.3% 146 0.7% 359 1.5%

0～9 3 0.0% 5 0.0% 10 1.2% 15 2.0% 13 0.1% 20 0.1%

合 計 21,531 22,549 804 769 22,335 23,318

平 均 点 60.5 55.0 28.5 23.9 59.3 54.0

標準偏差 15.8 15.6 9.7 8.4 16.7 16.4

全 日 制 定 時 制 全 定 合 計

令和７年度 令和６年度 令和７年度 令和６年度 令和７年度 令和６年度

（注）・点数は500点満点を100点満点に換算し、小数第２位を四捨五入している。

　　　・率(％)の合計は、四捨五入のため100％にならないことがある。
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４　「特別活動、部活動に関する特別取扱い」の状況（実施校）

希望人数 対象人数

148 14

・合格者7人の内訳
運動部　　　・・・・・・・・７人

  
 

合格者数

令和７年度 7

文化部　　　・・・・・・・・０人

・特別取扱い：単独選抜の学力検査で実施している。調査書の特別活動、部活動において
顕著な内容を評価して、当該高等学校の合否判定の境界線に当たる点数からこの点数の
10％に当たる点数を減じた点数を合格の下限として、特別に合否の判定を行う。

・高等学校は各校募集要項に特別取扱いの内容を明示する。
・中学校は特別取扱いを希望する場合、調査書に活動の記録、成績、意欲等を朱書する。

３



（参考１） 　学力検査の学科別受検者数・合格者数の推移（全日制）

(注)平成26年度以前は普通科のみ、平成27年度以降は普通科及び総合学科の合計
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（参考２）各教科小問別得点率（全日制）
　　　（全日制の受検者の1/40の抽出に基づく）

国語

問題番号 素材の構成 小問番号 内容 得点率％

問一 語句の理解 77.6

問二 漢字の読みの理解 98.5

問三 情報の読み取りと活用 86.9

問四 情報の読み取りと活用 88.7

問五 情報の読み取りと活用 61.2

問六 情報の読み取りと活用 87.4

問七 情報の読み取りと活用 47.2

問一 返り点の理解 86.0

問二 内容の理解 77.0

問一 言語文化の基礎知識 98.2

問二 内容の理解 88.6

問三 内容の理解 83.7

問四 内容の理解 43.4

問五 内容の理解 67.1

問一 漢字の読みの理解 99.4

問二 言語文化の基礎知識 73.1

問三 語句の理解 42.7

問四 登場人物の状況の理解 76.0

問五 登場人物の状況の理解 82.3

問六 登場人物の状況の理解 53.6

問七 登場人物の状況の理解 89.7

問八 登場人物の設定の理解 69.7

問一 正しい漢字の選択 96.9

問二 文法の理解 20.5

問三 内容理解 89.1

問四 内容理解 53.3

問五 内容理解 51.4

問六 内容理解 48.6

問七 内容理解 65.2

問八 内容理解 50.9

一

二

三

四

五

言語活動
「トライやる・ウィーク後の校内発
表会に向けての話し合い」

漢文『唐詩選』

古文『身の鏡』

小説
八束澄子『森と、母と、わたしの一
週間』

論説
千葉雅也『センスの哲学』

５



社会

問題番号 素材の構成 内容 得点率％

(1) アメリカ合衆国の地形 70.6

(2) 対せき点 68.9

(3)① 南北アメリカの農業 32.8

(3)② 農業と環境，エネルギー問題 90.3

(4) アメリカ合衆国の産業 52.5

(5) 南北アメリカの貿易の推移 42.1

(1) 中部地方の気候 64.4

(2) 中部地方の農業の特色 61.5

(3) 水の利用と産業 52.9

(4) 中部地方の工業の特色 34.6

(5)① 地形図の読み取り 35.1

(5)② 地形図の読み取り 49.1

(5)③ 用水の整備と活用 72.3

(1) 四大文明の特徴 34.5

(2) 鉄砲の伝来 65.2

(3) 仏教の変遷 55.1

(4)① 元寇と幕府の執権 50.9

(4)② 元寇の影響 52.9

(5) 鎖国 77.8

(6) 日本の世界との関わり 74.6

(1) 自由民権運動の進展 36.1

(2) 自由党の結成 45.3

(3) 大日本帝国憲法の特徴 52.1

(4) 大正デモクラシー 67.4

(5) 衆議院議員総選挙の実施 77.3

(6) 高度経済成長期の政策 19.0

(7) 高度経済成長期の変遷 68.9

(1)① 国際連合の目的 74.1

(1)② 安全保障理事会の決議 75.6

(2)① 日本の主権 59.7

(2)② 日本の国会 75.8

(2)③ 国家の領域 60.3

(3) 地域の結び付き 50.1

(1)① インフレーション 73.1

(1)② 物価と賃金 51.8

(2)① 各国のＯＤＡ実績 83.4

(2)② ＯＤＡ実績と為替相場 57.0

(2)③ 自由貿易 63.4

(3) 持続可能な社会 70.4

小問番号

Ⅰ

北アメリカ・南アメリカ 1

中部地方 2

Ⅲ

国際社会の成り立ち 1

持続可能な社会 2

Ⅱ

日本の世界との関わり 1

近代以降の日本のあゆみ 2

 ６



数学

問題番号 素材の構成 小問番号 内容 得点率％

正負の数の計算 (1) 負の数の計算 98.3

単項式の計算 (2) 単項式の除法 96.1

平方根の計算 (3) 平方根の計算 95.3

因数分解 (4) 因数分解 56.5

反比例 (5) グラフ上の格子点の個数 33.9

立体の体積 (6) 球の体積 62.0

角の大きさ (7) 円周角，三角形の外角 80.0

標本調査 (8) 標本からの推定 93.1

（1） 6番目の数 85.2

(2)① 6番目の数 55.1

(2)② 11になる確率 74.8

(2)③ 10の倍数になる確率 41.7

(2)④ 5の倍数にならない確率 20.5

(1) 比例定数aの値 86.2

(2) 条件を満たす点の座標 79.0

(3) 直線の式 58.4

(4) 三角形の面積 36.1

(5) 回転移動後のy座標 1.6

(1)ⅰ 玉の個数 66.4

(1)ⅱ 玉の個数 53.6

(1)ⅲ 式が表す数量の関係 51.8

(1)ⅳ 式が表す数量の関係 21.3

(2) 玉の個数 5.4

(1)ⅰ 平面図形の性質 90.9

(1)ⅱ 平行線の性質 91.1

(2) 線分の長さ 66.4

(3) 線分の長さ 15.1

(4) 回転してできる面積 0.2

(1) ランク分け 75.8

(2) 命題の真偽，反例 17.5

(3)① 平均値 57.5

(3)② xの値 2.4

(3)②ⅰⅱ 基準を変えた場合の数値 0.5

5 平面図形

6 総合的な課題

1

2 数と式，確率

3 関数

4 連立方程式
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理科

問題番号 素材の構成 内容 得点率％

(1) シダ植物の分類 69.6

(2) シダ植物と裸子植物の違い 69.6

(3) 地質時代と生物界の移り変わり 36.8

(4) 化石燃料の特徴 77.6

(1) 光合成を行う部分 70.8

(2)① 実験結果の考察 43.4

(2)② 栄養生殖を行う植物 69.7

(2)③ 仮説を検証する実験方法 35.5

(1) 地震計の記録 88.9

(2) 初期微動継続時間と震源距離 77.1

(3) 震源の位置 61.0

(4) 震源の深さ 61.5

(1) 地球型惑星の分類 82.7

(2) 小惑星の特徴 31.4

(3) 金星と地球の位置関係 40.3

(4) 南半球における金星の見え方 31.3

(1) 塩酸の性質 74.3

(2) 塩の化学式 76.3

(3) 中和反応とイオンのモデル 56.5

(4) 塩酸の体積とイオンの総数の関係 42.5

(1) メスシリンダーの目盛りの読み方 96.8

(2) 密度による物質の区別 70.4

(3) 密度による物質の浮き沈み 52.3

(4) 物質の密度の範囲 6.6

(1) スクリーンに映る像の向き 57.6

(2) スクリーンに映る像の名称と大きさ 34.3

(3) 焦点距離 17.0

(4) 細工した凸レンズと像の関係 56.6

(1) 直列回路と並列回路の性質 53.8

(2) 日常生活と関連した回路 31.1

(3) 電熱線の電力と温度上昇の関係 29.2

(4) 電熱線の電力量 44.7

小問番号

Ⅰ

植物の種類の多様性と
進化

1

植物の体のつくりと働
き

2

Ⅲ

酸・アルカリと中和 1

身の回りの物質とその
性質

2

Ⅱ

地震の伝わり方 1

太陽系の惑星と金星の
見え方

2

Ⅳ

光による現象 1

電流とその利用 2

 ８



英語

問題番号 小問番号 内容 得点率％

No.1 適切な応答の理解 56.8

No.2 適切な応答の理解 74.3

No.3 適切な応答の理解 58.0

No.1 要点の理解 73.6

No.2 要点の理解 89.2

No.3 要点の理解 47.4

Question1 概要や要点の理解 66.4

Question2 概要や要点の理解 65.5

① 文脈の理解 82.4

② 文脈の理解 83.9

③ 文脈の理解 73.4

(1) 内容の理解 56.3

(2) 内容の理解 80.3

あ 内容の理解 57.1

い 内容の理解 72.6

1 ① 文脈の理解 58.3

2 ② 概要の理解 62.7

段落[3] 概要の理解 76.0

段落[4] 概要の理解 78.9

1 ① 文脈の理解 74.8

2 ② 文脈の理解 71.6

③ 文脈の理解 53.6

④ 文脈の理解 54.4

4 概要の理解 47.4

あ
与えられた語を用い
た並べ替え

53.1

い
与えられた語を用い
た並べ替え

25.9

① 動詞の語形変化 29.2

② 動詞の語形変化 25.5

③ 動詞の語形変化 15.5

① 基本的な語彙，表現 48.6

② 基本的な語彙，表現 40.0

③ 基本的な語彙，表現 21.2

④ 基本的な語彙，表現 47.7

⑤ 基本的な語彙，表現 8.4

素材の構成

Ⅰ

聞
き
取
り
テ
ス
ト

会話文 1

会話文 2

説明文 3

Ⅴ
基本的な語彙・文法及び語法の知
識を活用した英語表現を含む説明
文と会話文

1

2

3

Ⅳ
日本の高校生とイギリスからの留
学生が、様々な傘の種類について
話をしている会話文

3

5

Ⅲ
地域の特色ある図書館の取組につ
いて書かれた説明文

3

Ⅱ
日本とオーストラリアの高校生
が，生徒会の活動についてやり取
りをしている説明文

1

2
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